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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　船舶のバラストタンクへバラスト水を注入すべく、同船舶の没水部分に設けられた取水
部と、同取水部にストレーナーおよびポンプを介し接続されて上記バラストタンクの注排
水用バルブへ到る給水系とを備え、同給水系において上記ポンプと上記注排水用バルブと
を接続する給水管路に、同給水管路内の給水中の細菌および微細生物ならびに固形物を濾
過し除去するための濾過装置と残余の上記細菌および上記微細生物の殺滅を行うための薬
剤付与装置とが介装されており、上記バラストタンクの内部のバラスト水を船外へ排出す
る際に上記注排水用バルブを介し上記ポンプによって吸引されたバラスト水を再び上記濾
過装置へ導き濾過してから排水バルブを介し船外へ排出しうる排水系が設けられ、上記濾
過装置における濾材として、上記薬剤付与装置により上記バラスト水に付与された薬剤の
残留分を同バラスト水の排出の際に吸着しうる濾材が、取替え可能に設けられていること
を特徴とする、船舶用バラスト水処理装置。
【請求項２】
　上記濾材が可燃性の濾材であることを特徴とする、請求項１に記載の船舶用バラスト水
処理装置。
【請求項３】
　上記濾過装置が、濾材を充填された多数の通水型カートリッジを交換可能に備えている
ことを特徴とする、請求項１または２に記載の船舶用バラスト水処理装置。
【請求項４】
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　上記薬剤付与装置が次亜塩素酸ソーダ発生装置として設けられていることを特徴とする
、請求項１～３のいずれか１つに記載の船舶用バラスト水処理装置。
【請求項５】
　上記バラストタンクにおける上記注排水用バルブに接続されたバラスト水注入排出用主
管と上記薬剤付与装置から上記主管へ到るバラスト水供給管との接続部に第１切換えバル
ブが設けられるとともに、バラスト水排出の際に上記第１切換えバルブを経由して上記ポ
ンプへバラスト水を送るためのバラスト水排出管と上記ストレーナーから上記ポンプへ到
る給水管との一方を選択的に上記ポンプの吸入部へ接続しうる第２切換えバルブが設けら
れたことを特徴とする、請求項１～４のいずれか１つに記載の船舶用バラスト水処理装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、港における船舶のバラスト水の注排水に伴い、出発港から到着港へ微生物や
細菌が移動するのを防止するため、バラスト水の注排水に際して、バラスト水に適切な処
理を施せるようにした装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　船舶が港で貨物を降ろす際に、船体の安定を保持するため、同船舶のバラストタンクに
張水して、そのまま出港すると、バラスト水に混入した微細な水生生物や細菌が、他の港
で貨物の積込みを行う際にバラスト水と共に排出されて、本来の生息海域ではない海域に
生息したり繁茂したりするようになり、環境に被害を及ぼすという不具合がある。
　そこで、船舶のバラスト水については、電極による殺菌処理や微細生物に対する機械的
破壊，オゾンや紫外線または薬剤による殺滅処理などを施すことが提案されているが、処
理を必要とするバラスト水量が多いことと、バラスト水中に混入する微生物の種類が多い
ことと相まって、適切な対策をたて難く、また大量の薬剤の使用については、同薬剤によ
る２次的被害が危惧されている。
【特許文献１】特開２００５－２７１６４８号公報
【特許文献２】特開２００５－３４２６２６号公報
【特許文献３】特開２００６－２１２４９３号公報
【特許文献４】特開２００６－２４８５１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、船舶のバラストタンクへの給水系に濾過装置と薬剤による殺滅装置とを介在
させることにより、バラスト水における微生物の除去や殺菌処理を十分に施せるようにす
るとともに、バラスト水の船外への排出に際しては上記濾過装置を再利用して、排水中に
残余する薬剤や微生物の除去を十分に行えるようにし、また上記濾過装置における使用済
み濾材の処理の簡便化も図れるようにした船舶用バラスト水処理装置を提供することを課
題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　前述の課題を解決するため、本発明の船舶用バラスト水処理装置は、船舶のバラストタ
ンクへバラスト水を注入すべく、同船舶の没水部分に設けられた取水部と、同取水部にス
トレーナーおよびポンプを介し接続されて上記バラストタンクの注排水用バルブへ到る給
水系とを備え、同給水系において上記ポンプと上記注排水用バルブとを接続する給水管路
に、同給水管路内の給水中の細菌および微細生物ならびに固形物を濾過し除去するための
濾過装置と残余の上記細菌および上記微細生物の殺滅を行うための薬剤付与装置とが介装
されており、上記バラストタンクの内部のバラスト水を船外へ排出する際に上記注排水用
バルブを介し上記ポンプによって吸引されたバラスト水を再び上記濾過装置へ導き濾過し
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てから排水バルブを介し船外へ排出しうる排水系が設けられ、上記濾過装置における濾材
として、上記薬剤付与装置により上記バラスト水に付与された薬剤の残留分を同バラスト
水の排出の際に吸着しうる濾材が、取替え可能に設けられていることを特徴としている。
【０００５】
　また、本発明の船舶用バラスト水処理装置は、上記濾材が可燃性の濾材であることを特
徴としている。
【０００６】
　さらに、本発明の船舶用バラスト水処理装置は、上記濾過装置が、上記濾材を充填され
た多数の通水型カートリッジを交換可能に備えていることを特徴としている。
【０００７】
　また、本発明の船舶用バラスト水処理装置は、上記薬剤付与装置が次亜塩素酸ソーダ発
生装置として設けられていることを特徴としている。
【０００８】
　さらに、本発明の船舶用バラスト水処理装置は、上記バラストタンクにおける上記注排
水用バルブに接続されたバラスト水注入排出用主管と上記薬剤付与装置から上記主管へ到
るバラスト水供給管との接続部に第１切換えバルブが設けられるとともに、バラスト水排
出の際に上記第１切換えバルブを経由して上記ポンプへバラスト水を送るためのバラスト
水排出管と上記ストレーナーから上記ポンプへ到る給水管との一方を選択的に上記ポンプ
の吸入部へ接続しうる第２切換えバルブが設けられたことを特徴としている。
【発明の効果】
【０００９】
　上述の本発明の船舶用バラスト水処理装置では、港における船舶からの荷卸しに伴う同
船舶のバラストタンクへのバラスト水供給に際して、同船舶の没水部分における取水部か
らストレーナーを介しポンプによって吸入された給水は、同給水に含まれる細菌および微
生物ならびに固形物を濾過装置で除去する処理を施されるとともに、薬剤付与装置で残余
の細菌および微生物の殺滅作用を施され、このようにして浄化された給水が上記バラスト
タンクへ供給されるようになる。
【００１０】
　そして、上記船舶が他の港で貨物の積込みを行う場合、同船舶のバラストタンクからバ
ラスト水を排出する際には、航行中に上記バラストタンク内でバラスト水に残存する細菌
や微生物が増殖していても、あるいは上記バラスト水中に残留薬剤が存在していても、同
バラスト水は上記濾過装置の再利用により再び濾過されるので、港内の水域における生態
系に及ぼす被害を十分に軽減できるようになる効果が得られる。
【００１１】
　また、上記濾過装置における濾材として、上記薬剤付与装置により上記バラスト水に付
与された薬剤の残留分を吸着しうる濾材が、取替え可能に設けられていると、上記バラス
ト水が上記濾過装置を経由して船外へ排出される際に、同バラスト水中の残留薬剤の除去
が効率よく行われるほか、同濾材の劣化の際に同濾材の交換が容易に行われる。
【００１２】
　さらに、上記濾材が可燃性とされることにより、使用済み濾材の処理が焼却により簡便
に行われるようになる。
【００１３】
　そして、上記濾過装置が、濾材を充填された多数の通水型カートリッジを交換可能に備
えている場合は、上記濾材の劣化の際の取替え作業が、上記カートリッジの交換によって
著しく簡易化されるようになる。
【００１４】
　さらに、上記薬剤付与装置が次亜塩素酸ソーダ発生装置として設けられることにより、
上記給水管路における給水中の細菌および微生物の殺滅が、的確に行われるようになる。
【００１５】
　また、上記バラストタンクにおける上記注排水用バルブに接続されたバラスト水注入排
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出用主管と上記薬剤付与装置から上記主管へ到るバラスト水供給管との接続部に第１切換
えバルブが設けられるとともに、バラスト水排出の際に上記第１切換えバルブを経由して
上記ポンプへバラスト水を送るためのバラスト水排出管と上記ストレーナーから上記ポン
プへ到る給水管との一方を選択的に上記ポンプの吸入部へ接続しうる第２切換えバルブが
設けられることにより、バラストタンクへのバラスト水送給の際には、上記ストレーナー
から上記ポンプへ到る給水管を同ポンプの吸入部へ接続するように上記第２切換えバルブ
を操作するとともに、上記の濾過装置および薬剤付与装置を経由した給水を上記バラスト
タンクへ送給するための上記バラスト水供給管を上記バラスト水注入排出用主管へ連通さ
せるように第１切換えバルブを操作することによって、上記バラストタンクへの給水の送
給が、同給水の無害化された状態で的確に行われるようになる。
【００１６】
　そして、上記バラストタンクからのバラスト水排出に際しては、上記第１切換えバルブ
の切換え操作により上記バラスト水注入排出用主管を上記バラスト水排出管へ連通させる
とともに、同バラスト水排出管を第２切換えバルブの切換操作により上記ポンプへ接続す
ることによって、バラストタンクから排出されたバラスト水は再び前記濾過装置を利用し
て濾過され、このようにして十分に浄化されてからバラスト水の船外への排出が行われる
ようになる。
【実施例】
【００１７】
　図１は船内に装備された本発明の一実施例としての船舶用バラスト水処理装置を模式的
に示す説明図、図２は上記装置における濾過装置の他の例を示す縦断面図である。
【００１８】
　図１に示すように、船舶ＳのバラストタンクＴへバラスト水を注入するため、同船舶Ｓ
の没水部における船体外板の内側に設けられたシーチェストとしての取水部１に、その格
子付き開口部１ａを通じて外水が取り込まれるように構成されている。
【００１９】
　そして、取水部１内の水は、粗漉しを行うストレーナー２を介してポンプ４により吸引
され、同ポンプ４から送水管４ａを介し濾過装置５へ送り込まれて、バラストタンクＴへ
の給水として浄化されるように構成されている。
【００２０】
　濾過装置５では給水中の細菌および微細生物ならびに固形物が繊維材のごとき濾材によ
って濾過されるが、濾過装置５を経由した給水は、連絡管５ａおよび給水バルブ６を通り
、さらに薬剤付与装置７に流入して、残留塩素計８を付設された次亜塩素酸ソーダ発生装
置７ａによる適度の薬剤付与に伴い、残余の細菌および微細生物の殺滅を施される。
【００２１】
　このようにして浄化された給水は、第１切換えバルブＡおよびバラスト水注入排出用主
管10ならびにバラストタンク内注排水用バルブ11を経由して、各バラストタンクＴ内に注
入されるように構成されている。
【００２２】
　また、バラストタンクＴ内のバラスト水の排出に際しては、ポンプ４の作動により、バ
ラストタンク内注排水用バルブ11を通じて排出されるバラスト水が、バラスト水注入排出
用主管10および第１切換えバルブＡを通るとともに、バラスト水排出管12および第２切換
えバルブＢを通ってポンプ４に流入し、さらに同ポンプ４の出口管４ａを通じて濾過装置
５へ流入することにより再び濾過されるように構成されている。
　なお、濾過装置５の内部の濾材としては、バラスト水の排出時に同バラスト水に残留す
る薬剤としての次亜塩素酸ソーダを吸着可能で、しかも可燃性のもの（例えば活性炭を含
む繊維材）が用いられて、取替え可能に設けられる。
【００２３】
　そして、濾過装置５の排出管５ａから排出されたバラスト水は、排水バルブ５ｅを通じ
て船外へ排出されるが、その際、給水バルブ６は閉鎖される。
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【００２４】
　図２は濾過装置５の変形例を示しており、その内部には、可燃性で薬剤の吸着も行える
濾材を充填された多数の通水型カートリッジ５Ａが、多段状の仕切り板５ｃで区画された
各区画室内に装填されている。そして、各仕切り板５ｃには連通孔５ｄが形成されている
。濾材の劣化による取替えの際には、開閉蓋５ｂを開いてカートリッジ５Ａの交換が行わ
れる。
【００２５】
　上述の本実施例の船舶用バラスト水処理装置では、港における船舶Ｓからの荷卸しに伴
う同船舶ＳのバラストタンクＴへのバラスト水供給に際して、同船舶Ｓの没水部分におけ
る取水部１からストレーナー２を介しポンプ４によって吸入された給水は、同給水に含ま
れる細菌および微生物ならびに固形物を濾過装置５で除去する処理を施されるとともに、
薬剤付与装置７で次亜塩素酸ソーダによる残余の細菌および微生物の殺滅作用を施され、
このようにして浄化された給水がバラストタンクＴへ供給されるようになる。
【００２６】
　そして、船舶Ｓが他の港で貨物の積込みを行う場合、同船舶ＳのバラストタンクＴから
バラスト水を排出する際には、航行中にバラストタンクＴ内でバラスト水に残存する細菌
や微生物が増殖していても、あるいは上記バラスト水中に残留薬剤が存在していても、同
バラスト水は濾過装置５の再利用により再び濾過されるので、港内の水域における生態系
に及ぼす被害を十分に軽減できるようになる効果が得られる。
【００２７】
　また、濾過装置５における濾材として、薬剤付与装置７で付与された薬剤を吸着しうる
可燃性の濾材が取替え可能に設けられているので、バラスト水の排出時に同濾過装置５を
再び経由するバラスト水に残存する薬剤の除去が適切に行われるほか、同濾材の劣化の際
に、同濾材の交換が容易に行われ、しかも使用済み濾材の処理が焼却により簡便に行われ
るようになる。
【００２８】
　そして、濾過装置５が、図２に示すように、濾材を充填された多数の通水型カートリッ
ジ５Ａを交換可能に備えている場合は、上記濾材の劣化の際の取替え作業が、カートリッ
ジ５Ａの交換によって著しく簡易化されるようになる。
【００２９】
　さらに、薬剤付与装置７が次亜塩素酸ソーダ発生装置７ａとして設けられることにより
、上記給水管路における給水中の細菌および微生物の殺滅が、的確に行われるようになる
。
【００３０】
　また、バラストタンクＴにおける注排水用バルブ11に接続されたバラスト水注入排出用
主管10と薬剤付与装置７から主管10へ到るバラスト水供給管９との接続部に第１切換えバ
ルブＡが設けられるとともに、バラスト水排出の際に第１切換えバルブＡを経由してポン
プ４へバラスト水を送るためのバラスト水排出管12とストレーナー２からポンプ４へ到る
給水管３との一方を選択的にポンプ４の吸入部へ接続しうる第２切換えバルブＢが設けら
れることにより、バラストタンクＴへのバラスト水送給の際には、ストレーナー２からポ
ンプ４へ到る給水管３を同ポンプ４の吸入部へ接続するように第２切換えバルブＢを操作
するとともに、濾過装置５および薬剤付与装置７を経由した給水をバラストタンクＴへ送
給するためのバラスト水供給管９をバラスト水注入排出用主管10へ連通させるように第１
切換えバルブＡを操作することによって、バラストタンクＴへの給水の送給が、同給水の
無害化された状態で的確に行われるようになる。
【００３１】
　そして、バラストタンクＴからのバラスト水排出に際しては、第１切換えバルブＡの切
換え操作によりバラスト水注入排出用主管10をバラスト水排出管12へ連通させるとともに
、同バラスト水排出管12を第２切換えバルブＢの切換え操作によりポンプ４へ接続するこ
とによって、バラストタンクＴから排出されたバラスト水は再び濾過装置５を利用して濾
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過され、このようにして十分に浄化されてからバラスト水の船外への排出が行われるよう
になる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】船内に装備された本発明の一実施例としての船舶用バラスト水処理装置を模式的
に示す説明図である。
【図２】上記装置における濾過装置の他の例を示す縦断面図である。
【符号の説明】
【００３３】
　１　取水部
　１ａ　格子付き開口部
　２　ストレーナー
　３　給水管
　４　ポンプ
　５　濾過装置
　５Ａ　カートリッジ
　５ａ　排出管
　５ｂ　開閉蓋
　５ｃ　仕切り板
　５ｄ　連通孔
　５ｅ　排水バルブ
　６　給水バルブ
　７　薬剤付与装置
　７ａ　次亜塩素酸ソーダ発生装置
　８　残留塩素計
　９　バラスト水供給管
　10　バラスト水注入排出用主管
　11　注排水用バルブ
　12　バラスト水排出管
　Ａ　第１切換えバルブ
　Ｂ　第２切換えバルブ
　Ｓ　船舶
　Ｔ　バラストタンク
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